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水生植物の生態と管理に関する国際シンポジウム 

(フロリダ）に参加して

国井秀伸*

Hidenobu Kunii : Remarks on the International Symposium on the 
Biology and Management of Aquatic Plants in Florida

国際シンポジウムへの参加を呼びかけるファーストサー 

キュラーを受け取ったのは確か1990年の暮れだった。水 

生 植 物 管 理 学 会 (Aquatic Plant Management 

Society)の第32回定期大会にジョイントさせて、 水生 

植物の国際シンポジウムを開くというのである。 フロリ 

ダ大学のジョージ.ボウヱス博士が参加申し込みの宛先 

になっていたが、 ボウエス博士には、私が大学院の学生 

だった時分にクロモに関する論文を送っていただいたこ 

とがある。博士はその当時から、水生植物、特に沈水植 

物の光合成研究の分野での第一人者であり、 これまでに 

多数の論文を発表している。 シンポジウムの後に、以前 

から行きたい場所のひとつであったオキーチョビー湖と 

大湿地帯エバーグレーズの見学が予定されているという 

ことが大きな魅力だったので、見学会目当てに参加する 

ことにした。あてにしていた文部省からの旅費の援助は 

残念ながら得られず、 自費での参加となった（ちなみに 

成田ー オーランド間の往復航空運賃は18万円弱だった)。

シンポジウムは1992年 7 月12日から16日にかけて、 フ 

ロリダ州デイトナビーチのマリオットホテルで開催され 

た（図 1)。50を越える国々から275名以上の参加者があ 

り、研究発表数は150を越えていた。 日本からは、 私の 

ほか岡山大学の沖さんと三井造船の小川さんが参加して 

いた。発表初日の13日には、 まず4 つの招待講演が行わ 

れた。 はじめに国連F A 〇漁業資源局のトミ•ペトルに 

よる熱帯域開発途上国でのホテイアオイとオオサンショ 

ウモの異常繁茂とその利用についての話しがあり、次に 

ジョージ•ボウヱスが水生植物の生態生理、特に水とい 

う媒体が水生植物の形態や光合成活性に与える影響につ 

いて異形葉を例に話し、そしてチヱコスロバキア科学ア 

カデミーのヤン・クヴヱットによる東欧における水環境 

の危機的な状況の分析と対策についての話し、ニュージー

ABSTKACTS

ur

THE AQUATIC PLANT MANAGEMENT SOC1EI Y, INC.

rniKiy-SECoND annual meeting

and

INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON 1(IE BIOLOGY

AND MANAGEMENT OL' AQliAl JC Pl.AN'I S

July 12 - 16,1992

Murriutt Hotel 
Daytona Beach, Fluridu, USA

図 1 講演要旨集の表紙。色は学会誌と同じくホテイ 

ァオイの花の色である淡い紫。

ランド•タウポ実験所のクリーヴ•ハワードウィリアム 

ズによる帰化沈水植物の個体群変動とその管理について 

の話しと続いた。

一般講演は 6 つから 8 つの講演ごとに18のセッション 

にまとめられ、 いわゆる雑草防除に関する応用的な発表 

と水生植物の生理や生態に関する基礎的な発表が2 会場

•島根大学汽水域研究センター
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で並行して行われた。私 の 講 演 「同所的な浮葉植物、 ヒ 

ツジグサとジュンサイの根系の特徴」はカナダのピーター・ 

リーが座長となっている「水生植物の成長と栄養」 とい 

うセッションに入れられていた。沖 さ んの講演「いくつ 

かの水生雑草の栄養塩除去能力」 は 「水生雑草の利用」 

というセッションであった。大 会 中 に 「沈水植物の侵入 

と衰退の評価」、「炭素固定と濃縮機構」、「生物制御の最 

前線」お よ び 「水生植物の分布とその拡大」 という4 つ 

のワークショップがもたれ、私はジョン・パルコ、 クレ 

イグ・スミス、ハ0トリシア・チヤンバースが責任者となつ 

ていた一番目のワークショップに参加し、特にクロモと 

コカナダモの日本における関係について話した。 これら 

の発表内容は、 学 会 誌 で あ る 'Journal of Aquatic 

Plant Management*の特別号に掲載される予定になっ 

ているので、詳しい内容についてはそれを参照してほし

今回のシンポジウムで発表内容以外で印象に残ったの 

は、学生を大変優遇している点である。参加費が一般は 

200ドルだったのに対し（早い送金であれば150ドル)、学 

生は発表を行う場合は無料、行わなくても25ドルという 

低料金であった。学生分の赤字は、一般参加者からの費 

用と企業からの寄付金によって補うのであろう。 そのせ 

いかどうか、学生は主催国のァメリカからはもちろんの 

こと、 オランダ、.デンマーク、 インド、 イスラエル、 イ 

ギリス、 カナダといった国々から参加しており、全部で 

25の発表があった0 これら学生の発表に対するコンテス 

卜もあり、発表者全員に賞が贈られていたが、 これは学 

会柄であろうか、その内容よりも発表することに一番の 

意義を見いだしているのかも知れない0

研究発表以外の活動、ヱンターテインメントも活発だっ

図 2 南フロリダにあるオキーチョ ビ ー 湖とエバーグレーズ(南フロリダ水管理区の公報より）〇
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図 3 フロリダ州の水を管理する5 つの管区0

た。初日のレセプションのほか、 ビーチパーティ（ビー 

チバレー大会を含む）や午後10時にまで及ぶシンポジウ 

ムディナーが開かれた。シンポジウムディナーではマジッ 

クショーや抽選会がもたれ、驚いたことになんと沖さん 

が一番に当選し、顕微鏡を手にしていた。

16日午前中にシンポジウムは閉会し、大西洋でひと泳 

ぎした後、私は同日午後4 時発の南フロリダへのバスツ 

アーに参加した（図 2 )。 ッアーには案内および世話役 

の フ ロ リ ダ 大 学 水 生 植 物 セ ン タ ー (Center for 

Aquatic P la n ts )に所属しているアリソン・フォック 

ス、 ビル•ハラー、 ヘレナ・ウヱードのほか、各国から 

17名が参加していた。 ィギリス出身の若い女性研究者ア 

リソンがこのツアーのコーディネーターで、たくさんの 

資料を事前にファィルしたり食事の注文を聞いたりと大 

活躍していた。招待講演を行ったハヮード•ウィリアム 

ズも参加していた。夜 7時にオキーチョビー湖の北端に 

あるピアーモーテルに到着した。 ツアー中は誰もが相部

屋で、 アジア人同士ということで、私はタイからの参加 

者であるプラムーク・ベニヤスットと同室となった。 プ 

ラムークはホテイアオイなどの水生雑草の防除の研究を 

しており、沖さんとはタイで何度も会ったことがあると 

言っていた。

翌 17日には、 オキーチョビー湖の西にあるハーニーポ 

ンド運河付近で、湖の水管理の状況や水生植物の現況に 

ついて、南フロリダ水管理局（フロリダ州には5 つの水 

管理区域があり（図 3 )、 オキーチョビー湖やエバーグ 

レーズは南フロリダ管区内にある）や州自然資源局の専 

門家の説明を受けた。 オ キ ー チ ョ ビ ー 湖 は 面 積 が 約  

1， 800krfもある北米では五大湖に次ぐ大きな湖であるが 

(琵琶湖は約670krf)、水 深 は 最 大 で 約 6 m、 平均で 3. 6 

mという浅さである。周辺の放牧地や農耕地からの栄養 

に富んだ流入水により、湖水の富栄養化が進んでいる。 

エアーボートに乗船しての水生植物の観察では、淡黄色 

の花をn关かせるキバナバスQNelumbo lute a ) や紫色
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の花穂を持つミズアオイ科のPontederia cordaLaの  
群落、思ったよりも大きな葉を広げたゥチワゼニグサ 

(Hydrocotyle s p . ) などが印象に残った。浮葉植物で 

はボタンゥキクサとホテイアオイが、沈水植物ではクロ 

モが優占し、 アオコのブルームこそ見なかったが、いか 

にも富栄養化の進んだ湖といった風情であった。午後、 

湖の西痒沿いに水田やサトゥキビ畑を見ながらクレヴィ 

ストンに向かった。

18日にはオキーチョビー湖を離れエバーグレーズ国立 

公園へ0 ホームステッドで南フロリダ水管理局の専門家 

からヱバーグレーズの栄養塩除去計画について説明を受 

けた。 また、その急激な増加ぶりが問題となっている木 

本 の 帰 化 植 物 メ ラ リ ュ ー カ {Melaleuca quinquene- 

ru ia )の帰化の現状についても植生図による説明があっ 

た。午後には国立公園内にあるビジターセンターに立 

ち寄り、 マ ン グ ロ ー ブ 林 、 矮 性 ヌ マ ス ギ 林 （ dwarf 

cypress)、 日本のアカマツに似たスラッシュパイン 

(slash p in e )の林など、公園内の植生を観察した。 こ 

の日の宿泊はフロリダ半島の南端にあるフラミンゴロッ 

ジであった。 ここでの蚊の攻撃は想像以上で、 日なたで 

あろうがお構いなしで、歩いている間も背中に何匹もと 

りつき、 日本から持参した忌避剤は全く役に立たなかっ 

た。 このロッジには屋外プールがあったが、金網で覆わ 

れていたのには苦笑した。

19日午前中に再びビジタ— t ンターを訪れ、センター 

内の見学路を各自で歩いた。水辺にはコオホネやガガブ 

夕の仲間が見られたが、 残念ながらワニ （Alligator) 

には出会えなかった。午後には雨の中、コークスクリュー 

沼 沢 保 護 区 （Corkscrew Swamp S anctuary)を見 

学。 ここには呼吸根を出すことで有名なヌマスギの大群 

落 （ bald cypress)があり、その植物体には、 日本では 

エアープラントと呼ばれて売られているランの仲間やサ 

ルオガセの仲間が多く着生していた。 雨で気温が低かっ 

たせいもあり、 日本の亜高山帯針葉樹林にいるような錯 

覚を覚えた0湿原にはヤナギ類とソーグラス （ sawgrass) 
が、林床の水たまりにはボタンウキクサなどが繁茂して 

いた。 ソーグラスは日本の暖かい地方に自生しているヒ 

トモトススキと同属 （ C/ac/Zizm sp .)であり、背の高い 

カヤッリグサ科の植物である。 この日の宿泊はセブリン 

グにあるケニルワースロッジであった。夕食時には野生 

生物保護区になっているレーク ウ ヱ ー ルズリッデの低木

林 (scrub vegetation)の様子がスライドで紹介された。 

18, 000エーカーが現在残されているが、 徐々に果樹園 

や住宅地にされつつあり、その保護が緊急の課題になっ 

ているとのことだった。

ツアーの最終日に当たる7 月20日にポーク郡にある肥 

料会社セミノールのリン採掘場を訪れた0 工場はフツカー 

プレーリーにあり、プレーリーの地下にあるリン鉱石を 

露天掘りによって採掘している。採掘した跡地を採掘前 

の状態に回復させるために、在来種のソーグラスを植栽 

しているという。種子を採集しポットで発芽させ、ある 

程度大きくなった幼苗を田植えの要領で植え付けるとい 

う作業により、植裁を成功させている。水質が富栄養化 

してくるとヒメガマがはびこりだすことがわかっており、 

その侵入には注意をはらっているということだった。 日 

本人としての発想で、跡地は稲作のための水田にした方 

がいいのではないかと冗談でツアー同乗者に話したが、 

会社の人には敢えて質問をしなかった。バスは昼過ぎに 

オーランドに到着した。空港に向かう人、 またデイトナ 

に戻る人と様々であったが、私 は 2 日後の飛行便を待つ 

ためにここで降車し、南フロリダのバスツアーを終えた。

総括としては、研究発表を聞いての刺激よりもツアー 

で多くを体験した今回のシンポジウム参加であった。 

1994年の 9 月12—16日には第9 回国際水生雑草シンポジ 

ウ ム （9th International Symposium on Aquatic 

W eeds)がアイルランドで開催される予定である0

追 記 ：山中湖での全国集会でシンポジウムの様子を話し 

たその数日後に大きなニュースが飛び込んできた。あの、 

アンドリューと名づけられたハリケーンのフロリダ直撃 

のニュースである。 ご存じのように、 このハリケーンは 

世界的なニュースになるほどの大きな災害をフロリダに 

もたらした0 後日、 アリソンからその被害を伝える手紙 

が届いた。すでに新聞やテレビで被害の様子などは見聞 

きしていたが、 ビジターセンターが壊されたことなどを 

新たに知った。 まさに我々がツアーで訪れた場所をハリ 

ケーンが直撃したのである。思えばアリソンがツアーの 

ために用意したファイルに「ハリケーンガイド」 という 

パンフレットが入っていたが、 フロリダの歴史や植生を 

語るときに、ハリケーンを忘れることはできないようで 

ある。
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